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備卿脚こおける戦国時代の城 と合戦

|ま じ め しこ

備陽地域の戦国時代の地域性と時代性を考える
歴史の変革―継承と断絶―を変える
地域に視座をすえる

戦 国 日寺 代 の 城 と 交 通

(一)河川水運と河り|1領主
・建保 5年 (1217)、 安芸守護で可部荘地頭宗孝親、佐東川河下しの樽の通行税率を200/0と する①

小瀬川河 口で「浮口」が賦課 され、定率を越 えた

(予

響弊用案窪?漂豊奮牙蓬幕繁薯0
-「小豆島郷司代梶取真重」 (建仁 3年 (1203))ほか

・文安 2年 (1445)、 「美作国北賀茂九郎兵衛」、牛窓 (牛窓町)・ 虫明 (邑久町)の船で木材
を輸送 (兵庫北関入船納帳)

・尼子氏と結んだ美作倉敷 (美作町林野)の江見氏による美作倉敷辺の小領主層の編成
・各地域の国衆連合の盟主としての旭川流域の税所氏 (龍の口城 (岡 山市〉)。 松田氏 (金川城

(御津町〉)。 三浦氏 (高 田城 (勝山町〉)、 吉井川流域の後藤氏 (三星城 〈美作町〉)・ 浦
上宗景 (天神山城 (佐伯町〉)。 宇喜多氏 (砥石城 (邑久町〉)ら

・戦国時代の初め、備前では浦上政宗 (鳥取荘 (山陽町)を基盤)が税所氏、松田氏、宇喜多氏
らと盟約し、弟浦上宗景 (新田荘 (和気町)を基盤)と 対立

016世紀の中頃、浦上政宗が本国の播磨国へ撤退したあと、宇喜多直家が浦上政宗領の鳥取荘ヘ

進出
・宇喜多氏は、瀬戸内海流通や吉井川の河り|1水運に関わつていた商人的領主
・鳥取荘は、吉井川沿いと旭川沿いを結ぶ交通路としても重要
・宇喜多直家、鳥取荘から流れ出る砂川下流の沼城 (岡 山市)に拠る。
・宇喜多直家、永禄年間 (1558～ 1569)に税所氏、松田氏らを滅ぼし、岡山に築城 (天正元年

(1573)) 一旭川水運を掌握
・宇喜多直家、天正 3年 9月 に浦上宗景を滅ばし、つづいて後藤氏を討滅する

一吉井り|1水運の掌握。三浦氏も討滅。
0各国衆による河り|1水運の権益の共有から、備前・美作地域を制覇した戦国大名宇喜多氏の集中
・独占ヘ

・毛利氏と結んでいた宇喜多直家は、天正 7年 9月 に織田信長に属す

岸 田 裕 之
2000年 10月 21日
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豊 臣 期 の 備 陽 地 域

(一)「半納」から「国分」ヘ

・京都政権と地域大名の境目地域
・天文23年 (1554)の毛利氏「国家」宣言

.鷲J「
「

[[14』 菫J[芸31:iFiを きJ藝 [|:::を

おさめ」ること

。戦国時代最末期の織田氏と毛利氏の領国境の郷村は、半納の村=両属 (た とえば、
・秀吉の統一政権下の「国分」 一国境線の確定による統治ヘ

・秀吉方の宇喜多氏と毛利氏の領国境は、天正13年 (1585)に備中高梁川に決まる

備中宮内村)00

・秀吉の四国攻め、九州攻め。長崎の直轄領化、「海賊」の停止 ―外交権と外国貿易の集中・

独占ヘ

・毛利氏の自立した「国家」から、秀吉の「天下」のもとの「国家」ヘ

ー「誠国家一大事之儀二候」

(西 冒霞豪倉
という構造を有する毛利氏の領国支配体制の刷新
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・地域社会の流通経済権益の争奪と政治権力の広域化
。「国家」と「天下」
・豊臣秀吉の朝鮮侵攻に対応 した毛利氏の緊張と動員体制
・構造論の重要性 ― 江戸時代に作られた軍記物、小説や ドラマとの差異
・消えたことば (半納)と 地域社会や時代の構造 ― 地域主権の戦国時代から中央集権の近世ヘ
・歴史の継承 と断絶
・地域社会の歴史を知 り、学び、創るということ
・地域秩序や地域社会の営みの尊厳を共有していく歴史観の成熟へ向けて
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